
　三井物産は、環境方針に生物多様性に配慮した自然環境の保全を掲げ、事業を通じ、生物多様
性の保全につながるさまざまな取り組みを進めています。また、当社が日本全国74か所（約
44,000ヘクタール）に保有する社有林「三井物産の森」では、全山林でFSC®とSGECを取得。管
理区分内の10％を生物多様性保護林に指定し、維持・管理を行っています。

事業における取り組み� 活動

事業名 取り組み内容

水力発電 ブラジル北部マデイラ川に位置するJirau水力発電事業では、豊かな生物多様性を誇るアマゾン川流
域のため、地域社会やNGO等の関心も高く、環境に最大限配慮し事業を運営。推進している環境
プログラムでは、周辺環境や住民へのあらゆる影響を事前に調査の上、周辺住環境を改善すべく、
病院、学校、新しい住居を整備するとともに、魚類・哺乳類を含む動植物の保護等を実施

森林資源 紙の原料となるウッドチップの安定供給を目的に、事業パートナーと共に、オーストラリア･チリで展開
している植林事業（合計事業面積は、2020年3月末現在で約20,000ha）では、FSC®等の国際森林
認証を取得し責任ある森林資源管理を行うとともに、生物多様性に配慮した取り組みを展開

米の生産・販売 当社子会社の東邦物産では、農薬や化学肥料をできる限り使わない等、生物多様性を育む農法によ
る米の生産・販売を支援

船舶 バラスト水中に含まれる海洋生物が生態系へ悪影響を与えることを避けるため、船舶へのバラスト
水処理装置の設置等を積極的に推進

天日塩製造・販売 当社子会社のShark Bay Salt Pty.は、世界遺産に登録されている西オーストラリア州のシャーク湾
に塩田を所有して天日塩を製造・販売しており、地域の生態系改善を積極的に推進。「自然との共生」
を念頭に、塩田内の陸地環境やマングローブ生態系、周辺海水を継続的にモニタリングし、同社の事
業が地域の生態系に影響を与えることがないよう配慮して操業（結果として同地域では生物の個体
数が増加）

「三井物産の森」における生物多様性保全� 活動

　「三井物産の森」は、「人工林（約40%）」と「天然林および天然生林（約60%）」に区分されます
が、生物多様性の観点から重要性が高いエリアを「生物多様性保護林（「三井物産の森」全体の約
10％）」に設定、さらに森林の性質によって｢特別保護林｣「環境的保護林」｢水土保護林」「文化
的保護林」の4つに区分しています。希少生物の生息環境の保護等を含め、保護の目的を明確に
することで、生物多様性の保全により踏み込んだ森林管理を行っています。

NGOとの協働による生物多様性保全	 � 活動

カンボジアプレイロング森林での森林保全活動（REDD+＊）
　カンボジア北東部、メコン川西岸に位置するプレイロング地域は、絶滅危惧種を含む多くの野
生動物が生息するインドシナ半島最大級の熱帯低地常緑樹林で、同国の貴重な水源にもなってい
ます。しかし、違法伐採や地域住民による農地開拓により森林減少が進み、野生動物の生息域が
脅かされると同時に、森林に蓄積されるべき温室効果ガスの排出が増えています。
　当社は、国際NGOであるコンサベーション・インターナ
ショナルとのパートナーシップにより、カンボジア環境省と
協働してパリ協定で定めるREDD+の仕組みを活用し、プレ
イロング地域における違法伐採取り締まりのための森林パ
トロールを強化しています。また、地域住民との対話を通
じ、森林伐採に依拠しない代替生計手段としての有機農法
や稲作の指導・普及等のコミュニティー活動支援を行い、
森林および生物多様性の保全に貢献しています。
＊：�Reducing Emissions from Deforestation and forest Degradation, and the role of conservation, sustainable management of 

forests and enhancement of forest carbon stocks in developing countriesの略で、開発途上国における森林の減少や劣化を防止
することによる排出削減や、森林保全や持続可能な森林経営による森林での炭素固定量増加等に対して、排出権等の経済的インセンティブ
を与える仕組み。

プレイロングの熱帯低地常緑樹林
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